
協同が息づく兵庫のまちづくり

2019

1月5日㈯、兵庫県民会館（神戸市中央区）において、「第14回 新春トップセミナー・賀詞交換会」を開催しま
した。会員生協・団体の役員と職員53人が参加したセミナーでは、協同組合間連携を通し、持続可能な社会の
実現について学びました。また、賀詞交換会では、行政と会員生協のみなさまが交流を深めながら、新年への決
意を新たにしました。（関連記事 P.3）
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先
日
、
職
場
近
く
の
王
子
公
園
周
辺
を
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
ホ
バ
リ
ン
グ
し
た
た
め
、

気
に
な
っ
て
窓
際
ま
で
様
子
を
見
に
行
き
ま

し
た
。
す
る
と
、
あ
る
職
員
が
、「
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
が
、
そ
ん
な
に
珍
し
い
で
す
か
」
と
。

そ
こ
で
私
は
、「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と

き
、
王
子
公
園
が
臨
時
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に

な
っ
て
、
連
日
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
び
交
っ

た
記
憶
が
残
っ
て
い
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

は
敏
感
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
話
す
と
、

「
え
っ
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
」

と
び
っ
く
り
し
た
様
子
。「
あ
あ
、
当
時
の

こ
と
を
知
る
職
員
は
少
な
い
ん
だ
」
と
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。

見
ず
知
ら
ず
の
人
が
声
か
け
あ
っ
て
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
を
し
て
消
火
作
業
を
し
た
こ
と
、

学
校
の
校
舎
や
体
育
館
の
床
で
赤
の
他
人
が

身
を
寄
せ
合
っ
て
余
震
に
怯
え
て
い
た
こ
と
、

校
庭
に
長
蛇
の
列
を
作
っ
て
並
ん
で
初
め
て

口
に
し
た
バ
ナ
ナ
の
こ
と
、
信
号
が
壊
れ
て

い
て
警
官
も
い
な
い
の
に
譲
り
合
っ
て
事
故

無
く
人
も
車
も
往
来
で
き
た
こ
と
、
み
ん
な

困
っ
て
い
る
の
に
医
療
生
協
の
診
療
所
に
患

者
さ
ん
や
組
合
員
さ
ん
が
食
べ
物
や
衣
類
を

届
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
な
ど
な
ど
。
震
災

直
後
は
、「
人
と
い
う
字
は
人
と
人
が
支
え

合
っ
て
で
き
て
い
る
」
と
実
感
し
た
も
の
で

す
。あ

れ
か
ら
24
年
。
ろ
っ
こ
う
医
療
生
協
の

職
員
は
2
2
0
人
を
超
え
ま
し
た
が
、
震
災

当
時
か
ら
勤
務
し
て
い
る
職
員
は
、
わ
ず
か

10
数
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
経
験
や

教
訓
を
語
り
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
新
規
採
用

職
員
や
中
堅
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会

で
、
研
修
の
一
環
と
し
て
、
始
め
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
東

日
本
大
震
災
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
の
こ
と
で
す
。
あ
れ
か
ら
間
も
な
く
8
年
。

い
ま
も
5
万
4
千
人
を
超
え
る
方
々
が
、
自

宅
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ず
、
全
国
各
地
で
避

難
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
原

発
周
辺
市
町
村
か
ら
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々

は
、
ま
だ
ま
だ
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
続
け

ら
れ
ま
す
。
福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
に
不
可

欠
な
燃
料
デ
ブ
リ
（
溶
融
燃
料
）
の
取
り
出

し
開
始
は
2
0
2
1
年
内
が
目
標
。
そ
し
て
、

帰
還
困
難
区
域
の
避
難
指
示
解
除
の
目
標
は

2
0
2
3
年
春
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
中
越
地
震
、
御
嶽

山
噴
火
、
熊
本
地
震
、
大
阪
北
部
地
震
、
西

日
本
豪
雨
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
、

災
害
の
時
代
に
得
た
経
験
や
教
訓
を
、
次
の

世
代
に
語
り
継
い
で
い
き
た
い
。
い
ま
も
自

宅
に
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
々
の
気
持
ち

に
寄
り
添
い
、
で
き
る
支
援
を
続
け
て
い
き

た
い
。

「
協
同
組
合
の
精
神
を
一
口
に
い
え
ば
助

け
合
い
組
織
で
あ
る
。」（
賀
川
豊
彦
）
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「新春トップセミナー・賀詞交換会」を開催

第14回

1 月 5 日㈯、兵庫県民会館において、第14回目の開催となる「新春トップセミナー・
賀詞交換会」を開催しました。兵庫県から 5人の方々をお迎えし、会員生協・団体の
役員と職員、兵庫県農業協同組合中央会、共栄火災海上保険株式会社をはじめ、53
人の方々がご参加され、新年の決意を新たにしました。

新
春
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
木
田 

克
也
会
長
理
事
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、

兵
庫
県
副
知
事 

金
澤 

和
夫
様
か
ら
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

日
本
協
同
組
合
学
会 

会
長 

田
中 

夏
子

氏
を
お
招
き
し
「
協
同
組
合
間
連
携
を

通
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
へ
」

を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
田
中
氏
は
講
演
で
、
貧
困
や
食
の

動
向
等
、
現
代
の
特
徴
か
ら
協
同
組
合

が
こ
れ
か
ら
大
事
に
す
べ
き
3
つ
の
視

点
に
ふ
れ
、「
S
D
G
s
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
協
同
組
合
の
可
能
性
を
よ
り
押

し
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
生
活
協
同

組
合
を
は
じ
め
と
す
る
協
同
組
合
が
そ

の
理
念
の
親
和
性
か
ら
、
自
ら
の
事
業
・

活
動
を
、『
S
D
G
s
の
取
り
組
み
を

実
践
し
て
い
る
』
と
、
我
田
引
水
に
陥

る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生

か
し
、
最
も
脆
弱
な
と
こ
ろ
か
ら
着
手

し
、
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
。」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
出
席
者
か
ら
は
、「
こ
れ

ま
で
の
セ
ミ
ナ
ー
で
最
も
良
か
っ
た
」

「
盛
り
沢
山
な
内
容
だ
っ
た
が
解
り
や

す
く
、
こ
れ
か
ら
為
す
べ
き
こ
と
が
分

か
っ
た
気
が
す
る
」「
も
っ
と
時
間
を

か
け
て
学
び
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
あ

り
、
新
し
い
年
の
始
ま
り
に
ふ
さ
わ
し

い
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
開
催
さ
れ
た
賀
詞
交
換
会

に
は
、
兵
庫
県
の
消
費
者
行
政
の
ご
担

当
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
木
田 

克
也
会
長
理
事
の
挨
拶
に

続
き
、
ご
来
賓
を
代
表
し
て
兵
庫
県
女

性
生
活
部
長　

松
森 

章
子
様
の
ご
挨

拶
と
乾
杯
の
ご
発
声
で
和
や
か
に
会
が

ス
タ
ー
ト
。
日
頃
か
ら
御
指
導
い
た
だ

い
て
い
る
行
政
の
皆
様
と
会
員
生
協
・

団
体
の
皆
様
、
そ
れ
ぞ
れ
に
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

金澤 和夫兵庫県副知事

賀詞交換風景

木田 克也会長理事 講師　田中 夏子氏

松森 章子女性生活部長

3

兵
協
連
だ
よ
り



近
畿
ろ
う
き
ん
の
社
会
貢
献
預
金
（
笑

顔
プ
ラ
ス
）
は
、
お
客
さ
ま
の
預
金
を
通

し
て
、
近
畿
2
府
4
県
で
子
ど
も
支
援
、

被
災
地
支
援
・
防
災
、
国
際
協
力
、
障
が

い
者
生
活
支
援
、
女
性
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

支
援
、
環
境
保
全
な
ど
を
行
っ
て
い
る
各

分
野
の
N
P
O
団
体
な
ど
の
活
動
を
応
援

す
る
も
の
で
す
。
店
頭
表
示
金
利
よ
り
金

利
を
引
き
下
げ
て
お
預
か
り
し
、
引
き
下

げ
た
利
息
相
当
分
と
当
金
庫
の
拠
出
金
を

合
わ
せ
て
、
年
に
一
度
、
当
金
庫
か
ら
寄

付
を
行
う
仕
組
み
で
す
。「
預
金
で
社
会

貢
献
が
で
き
る
」
と
多
く
の
ご
参
加
（
預

入
れ
）
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。（
12
月

末
残
高 

48
億
6
千
万
円
）

さ
ら
に
、
寄
付
先
団
体
の
学
習
会
・
セ

ミ
ナ
ー
・
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
（
笑
顔
プ

ラ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に
参
加
い
た
だ
け

る
の
が
、「
笑
顔
プ
ラ
ス
」
の
大
き
な
特

徴
で
す
。
そ
の
団
体
の
活
動
に
学
び
、
共

鳴
し
て
、
応
援
の
寄
付
を
届
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

近
畿
ろ
う
き
ん
は
、支
え
合
う
経
済（
連

帯
経
済
）
を
推
進
し
、
多
様
な
活
動
を
応

援
す
る
こ
と
を
通
し
て
、“
共
生
の
社
会

づ
く
り
”
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。《
意
思

あ
る
お
金
》
の
流
れ
を
つ
く
る
社
会
運
動

を
こ
れ
か
ら
も
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
通
信
員
　
井
奥 

眞
貴
子
）

● 「笑顔プラス」寄付先団体一覧（2019年1月31日現在） ●
区 分 団 体 名 称 活 動 概 要

滋賀地区 国際湖沼環境委員会 国際協力・環境保全

奈良地区 奈良NPOセンター 地域づくり・防災

京都地区
山科醍瑚こどものひろば 子ども支援・貧困対策

京都丹波・丹後ネットワーク 地域づくり・防災

大阪地区

こどものホスピスプロジェクト 日本初の地域型子どもホスピス

いくの学園 女性・マイノリティ支援

日常生活支援ネットワーク 障がい者生活支援

和歌山地区 わかやまNPOセンター 地域づくり・防災

兵庫地区
あしなが育英会 災害・病気等の遺児支援

CODE海外災害援助市民センター 国際協力・被災地支援

近畿共通団体
日本災害救援ボランティアネットワーク 災害救援・防災

関西NGO協議会 国際協力

近
畿
労
働
金
庫
兵
庫
地
区
本
部

社
会
に
笑
顔
を
増
や
す
定
期
預
金「
笑
顔
プ
ラ
ス
」

〜
寄
付
先
団
体
と
連
携
し
た
社
会
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
好
評
で
す
〜

寄付先団体の活動報告会のひとこま

【「笑顔プラス」のしくみ】
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当
生
協
で
は
2
0
1
3
年
度
に
食
育
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
食
育
活
動
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
主

な
活
動
ス
タ
イ
ル
は
、
遺
伝
子
組
み
換
え

作
物
や
食
品
添
加
物
な
ど
市
場
の
問
題

点
、
日
本
の
食
糧
事
情
と
生
産
現
場
の
実

情
に
つ
い
て
学
ぶ
時
間
に
加
え
て
、
料
理

の
実
演
や
実
習
を
組
み
合
わ
せ
た
構
成
で

す
。
米
離
れ
・
和
食
離
れ
が
進
ん
で
い
る

こ
と
、
日
本
の
食
料
自
給
率
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
へ
の
危
機
感
を
共
有
し
た
上

で
、
実
際
の
調
理
を
通
し
て
内
食
（
家
庭

で
調
理
す
る
こ
と
）
の
素
晴
ら
し
さ
と
大

切
さ
を
体
感
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
ネ
ラ

イ
で
す
。
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
生
産
者
を

招
い
て
、
生
産
工
程
や
苦
労
話
を
お
聞
き

し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
で
、
生
産
地
訪
問

や
神
戸
の
輸
入
倉
庫
の
見
学
な
ど
も
行
い

ま
す
。
ま
た
大
人
だ
け
で
な
く
、
キ
ッ
ズ

ク
ッ
キ
ン
グ
や
夏
休
み
食
育
ス
ク
ー
ル
と

称
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
料
理
教
室
も
開

催
し
て
い
ま
す
。
さ
て
今
年
度
の
ご
報
告

で
す
。
醤
油
・
味
噌
・
食
酢
・
み
り
ん
な

ど
の
発
酵
調
味
料
を
重
点
的
に
取
り
上
げ

た
と
こ
ろ
参
加
者
が
多
く
、
そ
の
意
外
な

反
響
に
、
日
本
の
伝
統
的
な
食
文
化
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来

て
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
和
食
の

特
徴
は
、
う
ま
味
を
上
手
に
使
う
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
う
ま
味
を
形
成
す

る
発
酵
調
味
料
、
な
ら
び
に
発
酵
食
品
と

健
康
と
の
つ
な
が
り
、
そ
し
て
国
内
の
持

続
可
能
な
生
産
を
支
え
る
消
費
の
あ
り
か

た
を
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
と
学
ぶ
機

会
を
も
ち
た
い
と
考
え
、
講
演
会
を
企
画

し
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
ご

案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加

下
さ
い
。

（
通
信
員
　
小
松 
高
志
）

1
月
12
日
㈯
、
姫
路
市
立
図
書
館　

網

干
分
館
大
ホ
ー
ル
で
、
あ
ぼ
し
ブ
ロ
ッ
ク

主
催
の
「
新
春
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
兵
庫
県
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
防
止
事
業
の
補
助
金
を
受
け
て
企
画
さ

れ
、
地
域
の
方
々
に
も
広
く
参
加
を
呼
び

か
け
、
2
0
8
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
1
部
は「
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
用
心
」

と
題
し
て
、
落
語
家
の
笑
福
亭
智
之
介
さ

ん
の
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

少
年
時
代
よ
り
得
意
と
さ
れ
て
い
る
マ

ジ
ッ
ク
を
交
え
な
が
ら
の
お
話
し
は
本
当

に
楽
し
く
、
会
場
内
は
感
心
し
た
り
、
驚

い
た
り
、
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
騙
さ
れ
な
い
為
に
は
「
も
し
も
し
、

オ
レ
オ
レ
」
と
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

ら
、
こ
ち
ら
か
ら
名
前
を
呼
ば
な
い
、
合

言
葉
を
決
め
る
、
掛
け
直
す
、
等
の
ポ
イ

ン
ト
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
昨
今
、
巧

妙
に
な
っ
て
い
る
劇
場
型
オ
レ
オ
レ
詐
欺

を
題
材
に
し
た
落
語
も
楽
し
く
、
被
害
に

あ
わ
な
い
為
に
は
ま
ず
相
手
の
手
口
を
よ

く
知
っ
て
お
く
こ
と
だ
と
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

第
2
部
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
活
動
を
さ
れ
て
い
る

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド『
ス
ゥ
イ
ン
グ
・
フ
ェ
ロ
ー

ズ
』の
ラ
イ
ブ
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ビ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
ベ
ー
ス
で
奏

で
る
ジ
ャ
ズ
に
会
場
は
う
っ
と
り
。
ま
た

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」「
い
い
日
旅
立

ち
」
な
ど
懐
か
し
歌
も
聞
か
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
最
後
は
ア
ン
コ
ー
ル
の
か
け
声
で

会
場
は
最
高
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

新
春
早
々
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
、
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
大
変
満
足
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

（
通
信
員
　
原 

典
子
）

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
都
市
生
活

食
育
活
動
を
通
し
て
伝
え
た
い
こ
と

〜
家
族
の
健
康
と
持
続
可
能
な
生
産
を
支
え
る
食
べ
方
〜

姫
路
医
療
生
活
協
同
組
合

笑
っ
て
　
歌
っ
て
　
福
よ
来
い

新春のつどい
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JA 丹波ささやまＪ
ＡJF 兵庫漁連Ｊ

Ｆ

虹の仲間で森づくり 丹波篠山黒大豆の産地振興と
販売力の強化

漁業者と消費者が共に手を携えて、豊かな海を
支える森を育んでいくことを目的に、コープこう
べと JF 兵庫漁連が共同で取り組んでいる「虹の仲
間で森づくり」は今年で12回目の開催となります。

快晴に恵まれた12月 1 日㈯、神戸市西区にある
雌岡山（神出神社周辺）に県内各地からJFグルー
プ関係者、コープこうべの会員や行政関係者など
約160名が集まりました。JF 兵庫漁連 突々　淳
専務の挨拶、ひょうご森の倶楽部 山下 広行会長
より作業の注意事項説明の後、全員で準備運動を
行いました。この後、ヘルメット姿の参加者は
18班に分かれ、NPO 法人「ひょうご森の倶楽部」
の指導員の皆さんに誘導され、次々に森に入りま
した。

作業について
指導員の方から
説 明 を 受 け た
後、参加者は周
囲に気を配りな
がら、広葉樹や
花の咲く樹を残し、常緑樹や蔓性の植物を次々に
除伐し、クマザサなどの下草も刈り取りました。
約 2 時間の作業を終えると、地面を覆っていたク
マザサも無くなり、太陽の光が差し込み、見通し
の利くきれいな森になりました。作業を行った皆
さんは「目に見えて日が差し込むようになった」
と嬉しそうに話していました。

この後の昼食は、兵庫のりを使った巻き寿司、
カキの味噌汁等が振る舞われ、同じ班のメンバー
と楽しい昼食の時間を過ごしました。

JA 丹波ささやま（篠山市）は特産品である「丹
波篠山黒大豆」の産地振興と販売力の強化に取り
組んでいます。同 JA では農家の高齢化に伴う労
働力不足への対策と担い手の確保が課題となって
います。そこで、農家の労力負担を軽減するため、
さや豆の選別ラインを導入し、集荷を始めました。
また、収穫作業の機械化も進めており、組合員か
ら大きな期待が寄せられています。担い手農家を
対象に脱莢機導入助成を行うとともに、JA 全農
や篠山市と協力し、丹波篠山黒枝豆に適した仕様
に改良を進め、収量増大を目指しています。

担い手を確保するため、JA では U ターンや I
ターン、定年帰農者ら篠山で新たに農業を始める
新規就農者を対象とした「U・I クラブ丹波篠山
黒豆スクール」を平成25年から開催しています。
講師は TAC（地域農業の担い手に出向き、営農
指導などを行う JA 職員）がつとめ、 6 月の種ま
きから 1 月の黒豆の収穫まで毎月、座学と実習に
より基本的な栽培技術を指導しています。

さらに、「 6 次産業化」の取り組みとして、29
年に冷凍枝豆を開発し、販売を始めました。旬の
時期が10月上旬から約 2 週間と短い黒枝豆の風味
を長期に渡って楽しむことができます。

JA では、黒大豆の輸出にも力を入れており、
28年から台湾で
PR 活動を続け、
同国から視察を
受け入れました。

収穫機による省力化を進めています

日が差し込む森になりました
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みなさま、こんにちは。適格消費者団体 NPO 法人ひょうご消費者ネットの吉江直記です。
2月は節分ですね。私、昔から、節分の豆が好きで、毎年、よく食べています。特別おいしいと思うわけで

はないのですが、ついつい、あと一つ、もう一つと口に入れてしまいます。
さて、今回は、ひょうご消費者ネットの活動ではないのですが、日本学生支援機構の奨学金についてのお

話をしようかと思います。奨学金は、主に大学や専門学校の学費を賄うために利用されており、学校卒業後、その返還が始まります。
ところが、就職した会社の給与が少なかったり、体調を崩してしまい会社を辞めたことによって、収入がなくなってしまったりと、
奨学金の返還ができない状況に陥ってしまうことがあります。そんな時は、まず「返還の猶予」を申請してみることが大切です。
返還猶予の期間は最長10年です。なぜ、こんな話をしているかというと、2019年で、ちょうど10年の猶予期限を迎える方がいらっしゃ
るからです。猶予期限が終わると、奨学金の返還を求められることになります。その際、まだ返還が困難な状況にあれば、他の
解決の道を探さなければなりません。そんな時は、専門家等に相談してみて、よい方法を探してみてほしいと思うのです。

� （ひょうご消費者ネット　理事　司法書士　吉江直記）

適格消費者団体NPO法人ひょうご消費者ネット

窓の

〒650-0011　神戸市中央区下山手通五丁目７番11号兵庫県母子会館２階 C
TEL：078-361-7201　E-mail：office@hyogo-c-net.com

ひょうご消費者ネット
連　絡　先

最近の消費生活相談事例

宅配業者をかたる偽の不在通知メールに注意

事　例

スマートフォン（以下スマホ）に、実在する大手宅配業者からショートメッセー
ジサービス（以下SMS※1）で「お客様宛にお荷物のお届けにあがりましたが不在
のため持ち帰りました。下記よりご確認ください。」とのメールが届いた。メッセー
ジの中のリンク先を開き、誘導されるままに配達通知アプリをインストールしたと
ころ、見知らぬ人から荷物の問合せの電話が殺到して困っている。
（40代・男性）※1　ショートメッセージサービス（SMS）：携帯電話番号を宛先にして送受信するメール

【アドバイス】
相談のあった宅配業者では、SMSによる不在通知案内をしていません。これは宅配業者を装った『偽

メール』です。
メール内のリンクを開くと、宅配業者のホームページとそっくりに作られた偽サイトに誘導され、

コンピュータウィルスを取り込んでしまうことで、「相談者の電話番号」で同様の偽メールを大量に
拡散することになります。

この偽メールを受け取った人が宅配業者からの不在通知メールだと思い込み、メールに表示されて
いる相談者の携帯電話番号に問合せが殺到したものと考えられます。

さらに、偽サイトを開いた際、電話番号や ID、パスワードなどを入力したため、ゲームアプリ代
金や電子商品券などを知らぬ間に購入され、スマホの通信代金とともに請求された被害事例も発生し
ています。

佐川急便など、現在かたられている宅配業者は、SMS による不在通知の案内はしていません。そ
のため、このような SMS を受信しても決して開かず削除しましょう。万一、開いてしまったり偽の
配達通知アプリをインストールしたりした場合は、すぐにスマホを通信できない状態（機内モード※2）
に切り替えた後、携帯電話会社や最寄りの消費生活相談窓口（局番なし188番）に相談してください。

大手宅配業者は1社ではなく、複数の宅配業者名をかたって同様の相談が寄せられていますので、
SMS による不在通知案内には十分注意をしましょう。
※2　機内モードへの操作方法は各携帯電話会社にお問い合わせください。� （兵庫県立消費生活総合センター）
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ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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県
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事
予
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編
集
後
記

寒
い
日
が
続
き
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し

て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
体
調
は
い
か
が
で
す
か
。

1
月
13
日
㈰
J
A
パ
ス
カ
ル
さ
ん
だ
に
て
、

虹
の
仲
間
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ
3
班
の
企
画
実
践

を
見
て
き
ま
し
た
。
3
班
の
企
画
は
、「
海
の
豊

か
さ
を
伝
え
、
魚
食
を
守
り
広
げ
よ
う
」
と
姫

路
の
坊
勢
以
外
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
干
し

カ
レ
イ
（
ガ
ン
ソ
ウ
ビ
ラ
メ
）
の
試
食
販
売
を
し
、

「
そ
の
価
値
、
坊
勢
の
文
化
を
伝
え
る
」
こ
と
。

実
践
当
日
開
店
当
初
は
、
試
食
を
食
べ
て
頂
け

ず
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
徐
々
に
試
食
を
し
て
い

た
だ
け
る
人
数
も
増
え
、
1
0
0
P
用
意
し
て

い
た
干
し
カ
レ
イ
が
12
時
過
ぎ
に
は
完
売
し
ま

し
た
。
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
含
め
今
回
の
企
画

実
践
に
よ
り
、
メ
ン
バ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
非
常
に
よ
く
2
月
12
日
㈫
の
実
践
報
告
が

楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。�

（
村
上
）

2
月
4
日
㈪　

兵
協
連 

第
5
回
理
事
会

�

（
県
民
会
館　

1
2
0
1
）

2
月
12
日
㈫　

兵
庫
J
C
C

	

「
虹
の
仲
間
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ
」

�

（
コ
ー
プ
こ
う
べ
協
同
学
苑
）

2
月
15
日
㈮　

兵
協
連 

第
3
回
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン

委
員
会�

（
県
民
会
館　

3
0
1
）

2
月
18
日
㈪
〜
19
日
㈫

	

兵
協
連 

第
17
回
「
税
務
・
経
理
講
習
会
」

�

（
県
民
会
館　

1
2
0
2
）

2
月
22
日
㈮　

兵
協
連 

共
済
生
協
部
会

�

（
県
民
会
館　

3
0
1
）

•メール：hs0316@kc-s.or.jp　FAX：078-856-1248
　はがき：〒658-8555  神戸市東灘区住吉本町1-3-19
　生活協同組合コープこうべ　地域活動推進部 消費者セミナー宛て
•入場券の発送はありません。当日、直接来場ください。
　定員に達し、ご入場いただけない場合のみご連絡させていただきます。

※ご提供いただいた個人情報は、「ひょうご消費者セミナー2018」以外の目的で使用いたしません。
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